










要約保育園児を対象に、肥満や肥満の家族歴の有無による食行動の違いについて検討した。

肥満幼児の食行動の特徴は、食事中に液体を飲み込む回数が多いこと、御飯を好むこと、

早ぐい傾向があることである。したがって、幼児肥満の食事指導では、多くの種類の食物

をゆっくり食べるよう指導すべきと考えられた。


